
令和６年度肥料の業務報告（令和６年４月から令和７年３月）

１　業務の概要

「肥料の品質の確保等に関する法律」に基づき、県内に生産事業場や販売事業場が所在す

る業者からの登録・届出業務を行った。また、立入検査を行い、原材料や生産者保証票、

登録・届出事項、帳簿の備付け等、法令遵守の確認及び指導を実施するとともに、収去し

た肥料の成分分析による公定規格適合の確認等を実施した。

併せて、令和５肥料年度入出荷量調査及び令和６年肥料生産数量報告により、本県の

肥料の流通・生産の実態把握を行った。

２　肥料生産業者及び肥料販売業者からの登録・届出

（１）普通肥料

ア　県知事登録肥料では、新規登録０件、登録更新５件、変更１７件、登録失効１件で、

年度末の登録件数は４６件となった。

イ　指定混合肥料は、新規届１件、変更届１２件、廃止届５件で年度末の届出件数は

１３件であった。

（２）特殊肥料

輸入特殊肥料も含め新規届３５件、変更届３４件、廃止届３３件であった。年度末の

届出件数は６９６件（生産業者数６８５、輸入業者数１１）となった。

新規届の多くは経営移譲によるものだが、法人化に伴う新設農場も見られた。

（３）肥料販売

新規届３８件、変更届８５件、廃止届４２件となり、年度末の販売業者届出件数は、

１，１１９件となった。

平成３０年から継続して取り組んでいる、農薬販売店台帳等との照合等による肥料販

売業者の現況確認を進めたところ、「肥料の品質の確保等に関する法律」で定める手続

を行っていない業者が多数確認されたため、個別に指導を行ったことから、販売に関す

る届出件数が多かった。

表１　令和６年度の登録・届出件数

普通肥料 県知事登録肥料 新規登録
登録期間更新
変更届
失効
計

指定混合肥料 新規届
変更届
廃止届
計

特殊肥料 　新規届
うち輸入特殊肥料

変更届
うち輸入特殊肥料

廃止届
うち輸入特殊肥料

計
肥料販売 新規届

変更届
廃止届
計

合計

０
５

１７
１

２３
１

４２
１６５
３０８

０
３３

０
１０２
３８
８５

１２
５

１８
３５

０
３４
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表２　令和６年度末時点の普通肥料の登録・届出状況

肥料の種類

蒸製皮革粉

なたね油かす及びその粉末

ひまし油かす及びその粉末

米ぬか油かす及びその粉末

加工家きんふん肥料

乾燥菌体肥料

混合有機質肥料

家庭園芸用複合肥料

炭酸カルシウム肥料

副産石灰肥料

混合石灰肥料

計

指定混合肥料

※業者数は延べ数

表３　令和６年度末時点の特殊肥料の届出状況

うち豚ふん

うち家きんふん

うち馬ふん

うち樹皮堆肥

うちオガクズ堆肥

うち牛ふん堆肥

うち豚ふん堆肥

うち家きんふん堆肥

うち生ごみ堆肥

うちその他の堆肥

※業者数は延べ数

発酵かす ３ ３

米ぬか

くず植物油かす及びその粉末

コーヒーかす

６

１

３８

動物の排せつ物の燃焼灰 ２

２３

２

業者数

１ １

１ １

１ １

２０ ４

４

業者数

粗砕石灰石 ２ ２

指定名 届出数

４６ ２２

１３ ５

合計 ５９ ２７

１ １

５ ５

２

５

１ １

１ １

発酵米ぬか ２

４

１

くず大豆及びその粉末

１ １

草本性植物種子皮殻油かす及びその粉末 ４ ３

１

８ １

２ １

２

県
知
事
登
録
肥
料

件数

１

１０ ８

草木灰 ９ ５

くん炭肥料 ２２ ２２

動物の排せつ物 １３ １１

２ ２

３

貝化石粉末

３１

６１ ３７

６ ５

６ ４

４ ４

４１４ ３９９

１４

２

堆肥 ５８５ ５２４

カルシウム肥料 ４ ３

計 ６８５ ６０６

５６ ４４

貝殻肥料 ３

混合特殊肥料 ４ ４
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表４　令和６年度末時点の輸入特殊肥料の届出状況

　

魚かす

甲殻類質肥料

木の実油かす及びその粉末

乾燥藻及びその粉末

骨灰

動物の排せつ物

うち蚕ふん

グアノ

　※業者数は延べ数

表５　令和６年度末時点の肥料販売業者の届出状況

３　肥料の入出荷量（流通量）

（１）調査対象：県内卸業者及び県内に複数店舗がある広域小売業者等３２業者

全ての業者から回答を得た。

（２）集計期間：令和５肥料年度（令和５年６月から令和６年５月）

（３）結果：令和５肥料年度の入出荷量は、約６万４千トン（前年度比９２％）と

なった。

前年に引き続き、東日本大震災以降、最も少ない値となった。

ア　普通肥料：入出荷量は約５万７千トン（前年度比９９％）で、下げ止まりが

みられた。

イ　特殊肥料等：堆肥等が減少（前年比５９％）した。土壌改良資材等の合計では

前年比５９％の約７千２百トンとなった。

指定名 届出数 業者数

０ ０

０ ０

計 １１ １０

届出数

１,１１９件

１ １

１ １

３ ３

３ ２

１ １

３ ３

3



表６　令和４肥料年度及び令和５肥料年度の入出荷量（単位はトン）

小　　　計

副産肥料

液状肥料

吸着複合肥料

家庭園芸用複合肥料

１,１００.９

普
通
肥
料

９２.５

その他 ２７.７

３６４.０ １０１.７

１３１.８ ８２.６ ６２.７

３４.２

３８.８

その他 ７５.６

有
機
質
肥
料

魚かす粉末等

　小　　　計

副
産
肥
料
等

３８.８

１,０４８.９

０.３

硝　　　安 ０.０

６８８.７

り
ん
酸
質
肥
料

過りん酸石灰 ４２７.８

その他 ０.１

けい酸加里肥料 ４７７.４

加
里
質
肥
料

硫酸加里 ９２.２

　小　　　計 １,６１８.３

ホルムアルデヒドﾞ加工尿素肥料 ０.５ ０.８

肥　料　の　種　類 令和４肥料年度令和５肥料年度

０.０

４０４.０

１,９２８.６

前年比(%)

窒
素
質
肥
料

６６.３

硫　　　安 １,０９８.２ ９６５.４ ８７.９

混合窒素肥料 １４.１ １５.０ １０６.２

そ の 他 ２１７.４ １９１.９ ８８.３

石灰窒素 ４５６.７

１６６.７

７５.７

２,３２３.０ １,８６０.２ ８０.１

０.２ #DIV/0!

尿　　　素 ３０４.１ ２３０.２

３３.３

９４.４

重過りん酸石灰

腐植酸りん酸 ３.０ ３.３ １０８.７

加工りん酸肥料 ６２６.０ ５６７.９ ９０.７

３５.１ ３６.９ １０５.１

熔成りん肥 ７０８.８

２,３７２.７ ２,０６２.９ ８６.９

混合りん酸肥料 １２９.０ １１３.４ ８７.９

熔成けい酸りん肥 ４４２.９ ２０９.４ ４７.３

７２８.０ １０２.７

１１９.２

植物油かす １,１７４.９ １,１２８.４ ９６.０

９０.７ ９８.４

塩化加里 １,０３２.８ １,２７９.４ １２３.９

５４１.１ １１３.４

そ の 他 １４.２ １６.１ １１３.１

重炭酸加里 １.８ １.３ ７５.０

　小　　　計

４１.３ １２０.７

混合有機質肥料 １４６.３ ９１.１ ６２.３

普通化成肥料 １,７８４.５ １,８００.０ １００.９

２１.０ １８.７ ８８.９

高度化成肥料 １１,９８０.２ １２,５６５.９ １０４.９

ＮＰ化成肥料

４２.７

１,０９３.８

０.３

１０.３

　小　　　計

１,２８０.０

１９.１ ６９.１

１,３８３.１

ＮＫ化成肥料

１３.０

１１０.２

１０４.３

９２.６

３５７.９

配合肥料（30％未満） ３４.１ ８８.０

成形複合肥料

複
合
肥
料

１０９.８ １４５.３

９８.７

３０２.３ ２９８.７ ９８.８

ＰＫ化成肥料 ４３３.１ ２３９.９ ５５.４

１０１.０被覆複合肥料 ９７.７

　小　　　計 １５,２２３.０ １５,６１２.４ １０２.６

配合肥料（30％以上）

７８.９

１０４.２１,１４７.０

4



注：小数点以下を四捨五入のため、小計及び総計は値を合計したものと一致しない。

４　肥料の生産数量報告

（１）調査対象

ア　普通肥料 県知事登録肥料 件 うち報告　４７件

指定混合肥料 件 うち報告　１３件

イ特殊肥料 特殊肥料 件 うち報告５７６件

※原発事故による帰還困難区域及び避難指示解除後の営農再開未確認の特

殊肥料及び立入検査等で生産休止中を確認した特殊肥料を除く。

輸入特殊肥料 件 うち報告　１１件

（２）対象期間：令和６年１月から令和６年１２月

（３）結果：総生産数量は約２１万トンで、前年比約９９％となった。

普通肥料の報告率及び輸入特殊肥料の報告率は１００％であったが、特殊肥料の報告

率は約９５％のため、全体の報告率は約９５％となった。

ア　普通肥料：普通肥料全体では約２千９百トンとなり前年比約９８％となった。

（ア）県知事登録肥料：混合有機質肥料や混合石灰肥料の生産量は増加したが、油かす類

や副産石灰肥料の生産量は減少し、前年比９６％の約２千４百トンとなった。

（イ）指定混合肥料：前年比１０８％の５３３トンとなった。

イ　特殊肥料：前年比９９％の約２０万８千トンとなった。

うち、輸入特殊肥料は前年比１００％の２０トンであった。

石
灰
質
肥
料

生 石 灰

令和５肥料年度 前年比(%)

６６４.７

３９.２

６,５５５.５ ８８.５

９８.０ ７７.８ ７９.５

４８.４

０.３

炭酸カルシウム肥料 ４,３４５.５

肥　料　の　種　類 令和４肥料年度

　小　　　計 ７,４０９.８

普
通
肥
料

６１８.０

３７０.７

１０７.６

消 石 灰 １,２４６.１ ７７８.３ ６２.５

３,２１１.８ ７３.９

貝化石肥料

３１８.７ １,１８１.４

混合石灰肥料 ７８３.６ ６４１.５ ８１.９

副産石灰肥料

０.３ １０４.８

けい酸質肥料 ９４６.８ １,１６０.３ １２２.６

苦土肥料 ２５３.０ ２１５.５ ８５.２

マンガン質肥料 １１６.２ ４５.５

ほう素質肥料

１０１.９

合計 ５７,３７２.６ ５６,９１３.５ ９９.２

微量要素複合肥料 ９.８ ９.７ ９８.８

汚泥肥料等 ７８６.７ ７２１.９ ９１.８

　小　　　計 ２,１１２.７ ２,１５３.２

指定混合肥料 ２３,８２９.１ ２４,３１３.６ １０２.０

土壌改良資材等 ３９５.８ ２２３.１ ５６.４

１３

６０９

１１

総計 ６９,６５１.２ ６４,０９６.１

４７

９２.０

その他の特殊肥料 ２４８.２ ２５１.０ １０１.１

特
殊
肥
料
等

堆肥 １０,７６３.４ ６,３２３.０ ５８.７

動物の排せつ物等 １８０.９ ５１.５ ２８.５

貝化石粉末等

５８.５

６９０.４ ３３４.０

合計 １２,２７８.６ ７,１８２.６

　小　　　計 １１,８８２.９ ６,９５９.５ ５８.６
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表７　本県に登録・届出された肥料の生産数量（単位はトン）

合計

　小計（動物の排せつ物）　

小計（堆肥）

８２.０

１０５

１４２,３２０

９４.４

３,１３９

前年比（％）肥料の種類 令和５年 令和６年区分

４９.７

混合有機質肥料 ５１２ ６５９ １２８.７

配合肥料 ０ ０

加工家きんふん肥料 ０ ０

乾燥菌体肥料 １１３ ９０ ７９.７

１家庭園芸用複合肥料 １０

指定混合肥料 ４９５ ５３３ １０７.７

米ぬか油かす及びその粉末 １６ ３９ ２４０.５県
知
事
登
録
肥
料

１７

なたね油かす及びその粉末 １９１ １９９ １０４.４

魚かす粉末 ０ ０

蒸製皮革粉 ０

ひまし油かす及びその粉末 １７７ ８８

９４.３

草本性植物種子皮殻油かす及びその粉末 １９ １４ ７４.３

#DIV/0!

炭酸カルシウム肥料 ７７ ６１ ７９.７

混合石灰肥料 ７７７ ８１９ １０５.４

５９７ ３９５ ６６.２副産石灰肥料

米ぬか １５４８ １９２５

２,３６７ ９５.９

０ ０

５１ ４２

２,９００ ９７.８

特殊肥料の指定名 令和５年 令和６年 前年比（％）

発酵米ぬか ３ ４ １３３.３

粗砕石灰石 ８６ １２ １３.９

魚かす ０ ０

くず植物油かす及びその粉末 ３ ３

１００ １００.０

動物の排せつ物（豚ふん） １,８５８ ６６９ ３６.０

動物の排せつ物（家きんふん） ６,７９１ ７,３８６ １０８.８

１０,０５５

２,０００２,０００ １００.０

普
通
肥
料

堆肥（牛ふん堆肥） １４０,２０２

１０,６４９

草木灰

カルシウム肥料 １

１９５,２５２

堆肥（家きんふん堆肥） ２５,８８６

２,９６４

　　　小計 ２,４６９

特
殊
肥
料

動物の排せつ物（馬ふん）

堆肥（生ごみ堆肥） １,９９５

堆肥（その他の堆肥）

動物の排せつ物の燃焼灰 １００

くん炭肥料

堆肥（樹皮堆肥） ５,７２４

堆肥（オガクズ堆肥） ２,０４８

貝殻肥料 １８１

８,８４６

堆肥（豚ふん堆肥） １０,５５１

貝化石粉末 ３,４４４

０

３９ ３９

９１.１

２６,６０９ １０２.８

２,０２５ １０１.５

７７.６６,８６６

１０１.５

９９.７

０.０

９９.４

１３,７９４ １３０.７

９９０ １７.３

２,１４６

２０１ １１１.４

１９４,７５０

  小計　（特殊肥料） ２０９,８３５ ２０８,５１２

１００.０混合特殊肥料
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甲殻類質肥料

乾燥藻及びその粉末

骨灰

動物の排せつ物（蚕ふん）

グアノ

　小計

合計

総計

注：小数点以下を四捨五入のため、小計及び総計は値を合計したものと一致しない。

５　肥料の立入検査及び指導事項

普通肥料は、県知事登録肥料について原材料・生産者保証票の確認を中心に行った。

また、収去を行い、保証成分の確認を実施した。

特殊肥料は、帳簿の備付けや表示の添付を中心に指導した。また、生産量の多い肥料

を中心に収去し、表示票の成分表示と成分含有量の差異を確認した。

検査結果に基づく行政指導はなく、口頭指導等のみであった。

（１）普通肥料

県知事登録肥料で１０件実施し、届出の不備等の指導を行うとともに４点収去した。

収去品の分析結果はすべて合格であった。

（２）特殊肥料

８９件実施し、帳簿や表示の不備等について指導を行うともに、２０点の収去を行っ

た。また、収去品の分析結果に基づく表示票の記載内容修正の指導も行った。指導内容

及び件数は下記のとおり。

ア　届出の不備　　　  　　１６件

イ　帳簿の備付けの不備　　　９件

ウ　表示の不備   　       ３８件 （延べ件数）

うち表示なし　　　 　 ３５件

うち表示内容の不備  　　４件

（３）肥料販売店

無届けで肥料を販売していたので立入検査で新規届出を指導した。 １件

代表者、販売事業場及び保管施設の所在地の変更届出を指導した。 １件

農薬販売店立入検査において普通肥料の小分け販売を確認した。後日、肥料立入

検査の際に、販売業者保証票の貼付が必須であることを指導した。 ２件

指摘事項無し １件

表８　月別肥料立入検査実施状況

区分 普通肥料

年・月 うち収去点数() うち収去点数()

令和６年

令和７年

計

特
殊
肥
料

０

０ ０

９９.４

０ ０

０

８月

９月

１０月

１１月

５

１２月

１月

２月

３月

１０ (4)

１０

７

１

２

１７

１０４

９

８９ (20)

(2)

(2)

９

輸
入
特
殊
肥
料

０

特殊肥料の指定名

４月

５月

６月

７月

1

０

２１２,８１９

２０

２０

令和５年 令和６年 前年比（％）

２０９,８５５

肥料特殊肥料

２１１,４３２ ９９.３

２０ １００.０

２０ １００.０

２０８,５３２

５

３

２１

月計（件）

５

８

１７

販売

２

１

１

４ (2)

１６ (2)

６ (2)

０

2 (1)

2 (1)

5 (2)

５ (5)

１０ (2)

２ (1)

２

５

１１

１９ (2)
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表９　収去肥料検査結果

点

点

件

件

点

うち表示の修正を要するもの 点

件

件

表１０　収去肥料の内訳

普通肥料の種類

米ぬか油かす及びその粉末

混合有機質肥料

蒸製皮革粉

特殊肥料の指定名

堆肥 （牛ふん堆肥）

堆肥 （豚ふん堆肥）

堆肥 （家きんふん堆肥）

堆肥 （その他）

貝化石粉末

混合特殊肥料

表１１　収去肥料の成分分析点数

表１２　特殊肥料の立入検査の内訳

指定名 件数

粗砕石灰石

米ぬか

発酵米ぬか

発酵かす

草木灰

くん炭肥料

動物の排せつ物の燃焼灰

堆肥

貝化石粉末

カルシウム肥料

混合特殊肥料

点数

３件

４

ア
ル
カ
リ
分

点数

特殊
肥料

収去点数 ２０

重量検査 １

うち正常でないもの ０

普通
肥料

区分

２点

うち正常でないもの ０

区分

収去点数 ４

１２

特殊肥料

特殊肥料

１点

重量検査 ０

うち正常でないもの ０

１点

９点

４ ３ １

普通肥料

１点

２件

２件

１件

２件

普通肥料

カ
ル
シ
ウ
ム
全
量

区分

窒
素
全
量

リ
ン
酸
全
量

加
里
全
量

苦
土
全
量

３件

１９ １９ １９ １ １ １８

有
機
炭
素

亜
鉛
全
量

４

水
分

１９

銅
全
量

４点

４件

１点

１件

１０件

２件

５９件

１点

４点
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